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B-TA1055：フッ素ゴムの劣化
によるガラス転移温度の変化

はじめに

フッ素ゴム製Oリングについて、高温保持による熱的劣化がガラス転移温度に及ぼす影響について検討しました。

測定‧解析例

空気中250℃、48hr、72hr、96hr温度保持して作製したサンプルおよび温度保持なしのサンプルについてDSCを使用して

ガラス転移温度を測定し、比較しました。

図 1　各保持時間のサンプルのガラス転移温度

DSCではガラス転移はベースラインの吸熱側へのシフト（階段状変化）として現れます。ゴムの場合、ガラス転移は一般

的に室温以下に現れ、また、ガラス転移温度以下では非晶質固体となるため、弾性体として利用できません。

今回の測定結果では、温度保持なしサンプル（新品）と各保持時間のサンプルについて、-20℃付近から-12℃付近に現れ

るガラス転移温度を比較すると、保持時間の長いサンプルほどガラス転移温度がわずかに高温側にシフトする傾向が認め

られます。このことは、室温以上の温度で長期間使用された場合、劣化により硬くなり、Oリングとしてシール性が低下

する可能性を示していると考えられます。
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https://rigaku.com/ja/products/thermal-analysis/application-notes/b-ta1055-change-glass-transition-temperature-degradation-fluororubber


おすすめの製品

DSCvesta2

示差走査熱量計

業界初の自己診断機能搭載　業界最高温度範囲のDSC測定

Vullios

熱分析用ソフトウェア

測定‧解析ソフトウェア
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https://rigaku.com/ja/products/thermal-analysis/dsc/dscvesta2
https://rigaku.com/ja/products/thermal-analysis/software/vullios

